
 
この秋、講座は順調に進んでいます。新しい講師や新しい内容もあって、充実した講座が展開さ

れています。１１月１２日（日）午後にはチャレンジクラブの希望者による思考力検定が行われま
す。一人一人に実り多い秋にしたいものですね！ 

 
    

 

 
 講座の予定 （通常の講座時間は １０：００～１１：４５） 

月 小学５年生 小学６年生 中学生 オリンピック支援 

12

月 

1２月１６日（土） 

Ａ組 立体４目並べ 

Ｂ組 アルゴゲーム  

１２月２日（土） 

  面積迷路 

 

 １２月９日（土） 

自分レートな単位 

１２月１０日（日） 

中学生特別講座 

１２月３日（日） 

中３修了式 

 

1

月 

1月１３日（土） 

A組 秘宝伝  

B組 立体４目並べ 

1月２０日（土） 

三角形の数・四角

形の数 

 

1月２８日（日） 

中１ 循環小数のプレゼント 

中２＆３ パスカルの三角形 

  中３ 修了式 

１月７日（日） 

  小５～中２ 

 

２

月 

２月２４日（土）1０:００～ 第２回思考力検定 （申込者のみ） 

２月１０日（土） 

閉講講座・閉講式  

謎解き＆パズル 

初級 

 

２月３日（土） 

閉講講座・修了式 

あてっこゲーム 

 

２月１８日（日） 

中１ モンテイホール 

ジレンマにチャレンジ 

中２  折り鶴と数学 

閉講講座 １＆２年・閉講式 

２月２５日（日） 

小５～中２ 

閉講講座・修了

式 

  
 
 
 
 
【習慣にしてください】財団のウェブページで最新情報を時々確認!! 
財団にはクラブ員全員に連絡できるメールシステムが整っています。講座の３日前には、 

リマインダーメールを全員に送っています。講座の予定（内容や講師の紹介、持ち物等）を 
いつでも見ることができる HP で確認するようお願いしています。また、急な予定の変更に 
ついては各自にメールでその都度お知らせしています。また、あらかじめわかっている欠席 
は教室設営の都合上、前日お昼までのメール連絡をお願いしています。急な欠席については、
当日はメールをチェックする時間がありませんので電話連絡をお願いしていて、多くのクラブ
員にご協力頂いています。ありがとうございます。これからもよろしくお願いします。 

 令和５年度１１月号 

    算数・数学チャレンジクラブだより 

(公財) 金沢子ども科学財団  

                                〒920-0８６５金沢市長町３丁目３番３号 

Tel076(221)2061 Fax076(221)2062  
E-mail kodomokagaku-oubo@kanazawa-city.ed.jp 

木枯らしの様に頭を

吹きさらしにして 

カンガエル!! 

お願い・感謝と重要なお知らせ 

今後の予定表 

mailto:kodomokagaku-oubo@kanazawa-city.ed.jp


【重要】来年度の正式な継続申込みを財団ウエブサイトから行います 
算数・数学チャレンジクラブの来年度の正式な継続あるいは退会申込み受付を、財団サイト

で行います。１０月は教室確保のための簡単な予備調査でしたが、今回は正式な登録手続きと
なります。必ず全員、「継続」か「退会」かの手続きをしてください。10 月の予備調査と異な
る回答でも構いません。 
① 金沢子ども科学財団の継続意向調査のサイトが１２月１９日（火）に開きます。朝９時に

サイトの URL を付けたメールを全員に配信します。 
② 財団サイト URL に自分のメールアドレスを入力し送信します。 
③ 数分後に 登録申込メールが送られてきます。 

④ 申込メールのフォームを開き、説明をよく読んで、意思を明示したものを、返信してもら

うことになります。退会希望者はここで「退会」と記入後、そのまま返信してください。 

⑤ 継続希望者は必要事項を全て正確に記入して、確認後返信してください。 
⑥ 受付期間は１２月１９日（火）から１月２２日（月）です。１月２３日（火）０時にサイ

トは閉鎖されますので、必ずそれまでに返信してください。 
⑦ 他の方法（個人メール、Fax、電話）での申込は受付ません。もし万が一１月２２日（月）

までに継続登録手続きをして頂けなかった場合は、退会とみなして登録を取り消します。 
 
   なお、算数オリンピック支援講座は令和６年度６月までとする予定ですので、新規募集は行

わず、１月末頃に現受講生お一人お一人に当方から確認の連絡をさせていただきます。 
 

 
 
 
１０月１日（日） 中学１年生の「グラフアート入門」 

    金沢工業大学の金井先生と坂井先生の講座です。ラ
ージアルファベット２６文字の全ての文字がどこか
が欠けています。例えば、A だったら１画目、D だっ
たら２画目です。欠けている部分が直線だったら比例
の式にして、曲線だったら反比例の式になるように考
えます。クラブ員は坂井先生に考えた式を提出しま
す。坂井先生は PC に入力し、Enter キーを押します。
式が正しければスクリーンのグラフ上に線はピッタ
リとはまるのです。見事にはまったグループは歓声を
上げ小躍りし、ずれてしまったグループは悔しそうに
「もう一回考え直そう！」とスゴスゴとひきさがって
いました。新しい学びを感じさせる講座でした。 

（A の 1 画目が正しく式化できたグループの様子↑） 

 

１０月７日（土） 小学６年生の「謎解き」 
    小松市立松陽中学校の外山先生の講座です。外山先生

はオリジナルの謎解きを作るのが得意です。 
最初のうちは簡単で、すぐに答えがわかるのですが、

その内行き詰まります。それもそのはず、この先生の問
題の特徴は一つの問題が別の問題にリンクして、それを
理解しないと解けない仕組みになっているのです。普通
は２回で終わるリンクなのに、最終問題１６に至って
は問１～問１５の全ての問題にリンクし、さらに問３
に再リンクしないと答えが求められませんでした。６年
生は何人ものクラブ員と協力し、頭をカッカと燃え上が
らせ、答えを求め意見を戦わせ、ものすごい集中力で取
り組んでいました。 

                   （問１，２，４問目がリンクする問題の前で紛糾する様子↑） 

新しい内容の講座から 


